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熊
谷
市
長

　小
林
哲
也

こ
れ
ま
で
の
成
果
と

今
後
へ
の
決
意

「
新
熊
谷
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造
」

を
掲
げ
て

　市
民
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　私
は
、
先
般
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て

無
投
票
当
選
を
果
た
し
、
11
月
6
日
、
第
6
代

熊
谷
市
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　再
び
市
政
を
託
さ
れ
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て

何
よ
り
の
光
栄
で
あ
り
、
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
の

熊
谷
市
の
未
来
を
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
築
い

て
い
く
重
大
な
責
任
を
改
め
て
実
感
し
て
お
り

ま
す
。

　前
任
期
の
4
年
間
、
私
は
、「
新
熊
谷
プ
ラ
イ

ド
の
創
造
」
を
政
策
理
念
に
掲
げ
、
こ
れ
ま
で

先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
て
き
た
歴
史
や
文
化

自
然
な
ど
の
大
切
な
地
域
資
源
を
守
り
、
い
か
し

な
が
ら
、
そ
の
先
の
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

げ
る
た
め
の
様
々
な
政
策
の
種
を
ま
い
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　特
に
、
全
国
的

に
人
口
が
減
少
し

地
域
活
力
の
衰
退

が
危
惧
さ
れ
る
中

す
べ
て
の
世
代
に

と
っ
て
、
安
心
し
て

心
豊
か
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

　そ
の
上
で
、
地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
や
子
育
て
世
代
へ
の
積
極
的
な

支
援
は
も
と
よ
り
、
子
ど
も
の
将
来
を
見
据
え

た
投
資
と
な
る
取
組
を
進
め
、
未
来
に
希
望
を

持
ち
、
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と

こ
れ
こ
そ
が
、
私
に
課
せ
ら
れ
た
最
大
の
使
命

で
あ
る
と
、
改
め
て
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
種
を
ま
い
て
き
た
政
策
の
多
く
は

よ
う
や
く
芽
吹
き
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ

の
芽
を
確
か
な
実
り
へ
と
育
て
あ
げ
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　今
こ
そ
、「
新
熊
谷
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造
」
を
政

策
理
念
に
掲
げ
、〝
内
外
に
誇
れ
る
熊
谷
〞
や

〝
熊
谷
で
暮
ら
す
こ
と
の
価
値
〞
が
実
感
で

き
る
ま
ち
を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で
準
備
し
て
き

た
諸
施
策
を
一
つ
ず
つ
確
実
に
か
た
ち
に
し
て
い

く
こ
と
で
、
ま
ち
の
変
化
や
生
活
の
変
化
を
実

感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
全
力
で
市
政
運
営

に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　変
化
の
激
し
い
、
難
し
い
時
期
だ
か
ら
こ
そ

多
様
な
ご
意
見
を
丁
寧
に
伺
い
、
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
知
識
と
経
験
を
最
大
限
に
い
か
し
、
国

県
、
近
隣
自
治
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

本
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
「
進
め
、
明
日
の
そ
の
先
へ
」
を
合
言
葉
に

市
民
の
皆
様
と
共
に
、
将
来
を
見
据
え
、
未
来

の
熊
谷
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
誠
実
に
、
着
実
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　引
き
続
き
、
皆

様
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
就
任
に

当
た
り
ま
し
て
の

挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

は
じ
め
に

高齢者等の買い物支援のための
移動販売事業の推進（R6.8）

東京 2025デフリンピックPR（ R7.9 ）

熊谷さくら運動公園子供広場じゃぶじゃぶ池オープン（R7.7）

シティプロモーション
ロゴマーク

34(1959) 4 5 (66 )

小
林
市
長
が
語
る

2
期
目
の
決
意

、

、

、

、、、、、

、、
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親
子
の
笑
顔
が
輝
く
ま
ち
創
り

づ 

く

安
心
・
安
全
な
ま
ち
創
り

元
気
な
産
業
が

生
ま
れ
育
つ
ま
ち
創
り

持
続
可
能
な
ま
ち
創
り

次
の
世
代
を
見
据
え
た

ま
ち
創
り

誰
も
が
健
康
で
活
動
し

支
え
合
う
優
し
い
ま
ち
創
り

ス
ポ
ー
ツ
と
伝
統
文
化
に
よ
り

人
々
が
行
き
交
う
ま
ち
創
り

　次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
支
え
る
た
め
、
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
、
子

育
て
施
設
の
利
便
性
向
上
に
よ
り
、
安
心
し
て
出

産
・
子
育
て
が
で
き
る
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
環
境
を
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
学
力
を
育
み
ま
す
。

■
保
育
料
完
全
無
償
化
の
継
続

■
小
・
中
学
校
体
育
館
の
空
調
設
備
整
備
の
推
進

■
安
心
・
安
全
な
学
校
給
食
の
提
供
（
新
熊
谷

　学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
、
学
校
給
食
費
の
保

　護
者
負
担
軽
減
）
　な
ど
　

　関
係
機
関
と
連
携
し
、
医
療
体
制
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
市
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
や

健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　ま
た
、
治
水
対
策
を
含
め
た
自
然
災
害
へ
の
対

策
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

■
自
主
防
災
組
織
な
ど
へ
の
支
援

■
新
星
川
改
修
の
推
進
、
利
根
川
・
荒
川
の
堤
防

　強
化
要
望
活
動
の
推
進
　な
ど
　

　子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
障
が
い
が
あ
る
方
な

ど
、
す
べ
て
の
人
に
優
し
い
ま
ち
を
目
指
す
と
と

も
に
、
地
域
に
お

い
て
、助
け
合
い
、支

え
合
う
社
会
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

■
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ

　ン
ド
交
通
の
導
入

■
地
域
包
括
ケ
ア

　シ
ス
テ
ム
の
推

　進
　な
ど

　プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
な
ど
と
の
連
携
や
市
民

の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
促
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

文
化
や
伝
統
を
継
承
し
、
郷
土
愛
の
醸
成
を
図

る
と
と
も
に
、
ま
ち
の
魅
力
と
し
て
発
信
す
る

こ
と
で
、
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
拡
大
を
目
指

し
ま
す
。

■
荻
野
吟
子
の

　知
名
度
向
上

　プ
ロ
ジ
ェ
ク

　ト
　な
ど

　農
業
生
産
基
盤
整
備
の
推

進
や
担
い
手
の
支
援
、
地
産

地
消
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出
な

ど
、
農
業
の
振
興
を
図
り
ま

す
。ま
た
、地
域
経
済
や
起
業・

創
業
の
支
援
、
企
業
誘
致
の

推
進
な
ど
、
市
内
産
業
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

農
・
商
・
工
の
熊
谷
ブ
ラ
ン

ド
化
を
支
援
し
ま
す
。

■
熊
谷
ブ
ラ
ン
ド
「
晴
れ
　

ま
ち
」
本
格
始
動  

な
ど

　市
民
生
活
に
必
要
な
都
市
基
盤
を
整
備
し
ま

す
。
ま
た
、
首
都
高
速
道
路
の
延
伸
と
な
る
新

大
宮
上
尾
道
路
に
接
続
さ
れ
る
熊
谷
渋
川
連
絡

道
路
の
早
期
事
業
化
や
、
利
根
川
新
橋
の
建
設

実
現
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
向
上
を
図
る
こ
と
で
、

北
関
東
エ
リ
ア
に
お
け
る
拠
点
性
の
確
立
を
目

指
し
ま
す
。

■
熊
谷
駅
南
口
周
辺
の
再
整
備
の
促
進

■
新
市
民
体
育
館
を
含
め
た
荒
川
公
園
周
辺
再
整

　備
の
推
進

■
良
好
な
空
間
形
成
を
目
指
す
荒
川
か
わ
ま
ち
づ

　く
り
の
推
進
　な
ど

　ま
た
、
熊
谷
駅
を
核
と
し
て
、
星
川
を
い
か

し
た
ま
ち
な
か
の
魅
力
向
上
や
、
熊
谷
駅
南
口
エ

リ
ア
の
活
性
化
、
さ
ら
に
、
市
役
所
本
庁
舎
と

県
の
産
業
振
興
機
能
を
併
せ
持
っ
た
北
部
地
域
振

興
交
流
拠
点
の
整
備
に
よ
り
、
ま
ち
な
か
へ
の
新

た
な
人
の
流
れ
を
つ
く
り
ま
す
。
加
え
て
、ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
の
取
組
を
推
進
し
、
市
民
生
活
の
利
便

性
向
上
と
新
た
な
経
済
活
動
の
創
出
を
目
指
し

ま
す
。

　健
全
財
政
の
維
持
、
効
率
的
な
組
織
づ
く
り
、

行
政
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
の
推
進
な
ど
、
行
財
政
改
革
を
着
実

に
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
道
路
、
橋
り
ょ
う
、

上
下
水
道
な
ど
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
計
画
的
な

維
持
管
理
を
含
む
、
次
世
代
の
た
め
の
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
活
用
促
進
に
よ

り
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

（仮称）道の駅「くまがや」（R10.3 供用開始）

熊谷駅を核としたまちなかの取組 イメージ図

郷土の偉人・日本最初の
公許女性医師　荻野吟子

12

3

56

7

4お
ぎ
の

ぎ
ん
こ

（仮称）第２中央生涯活動センター
（R9.10 供用開始）

新熊谷学校給食センター（R10.9 供用開始）

子育て支援・保健拠点施設
「くまキッズ」（R8.4 供用開始）

外観イメージ

外観イメージ

外観イメージ

外観イメージ

広域道路ネットワークのイメージ図
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お
知
ら
せ
し
ま
す
。
令
和
６
年
度
決
算

　
令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
は
、
前
年
度
と
比
べ
て
歳
入
・
歳
出
と
も
に
増
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
の
定
額
減
税
に
伴
う
調
整
給
付
金
に
係
る
事
業
を
は
じ
め
、
市
民
生
活
や
地
域
経
済
に
直
結
す
る
物
価
高
騰
対
策
を
重
点
的
に
実

施
し
た
ほ
か
、
老
朽
化
し
た
市
有
施
設
の
更
新
事
業
の
増
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
令
和
６
年
度
に
お
い
て
も
、
安
心
・
安
全
、
健
康
、
福
祉
、
環
境
、
教
育
な
ど
市
民
生
活
に
必
要
な
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
国
補
助

金
等
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
健
全
な
財
政
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、引
き
続
き
予
算
の
適
正
か
つ
効
率
的
な
執
行
に
努
め
、自
主
財
源
の
確
保
な
ど
を
推
進
し
、

市
民
の
皆
様
の
要
望
に
お
応
え
す
る
た
め
、
安
定
し
た
財
政
基
盤
の
構
築
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

財
政
課
　
　
内
線
２
４
１

一
般
会
計
の
内
訳

一般会計
歳　入　①
歳　出　②

歳入歳出差引額　①－②＝③
翌年度へ繰り越すべき財源　④

実質収支額　③－④

870億 5,197 万円
815億 4,510 万円
55億   687 万円
7億 2,148 万円
47億 8,539 万円

決算期

特
別
会
計
の
内
訳

会計区分 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引残高

依
存
財
源

自
主
財
源

歳入
870億 5,197万円

歳出
815億 4,510万円

304億4936万円（35.0%）304億 4936万円（35.0%）

359億 774万円（44.0%）359億 774万円（44.0%）

85億 3,080万円（10.5%）

53億 8,150万円（6.2%）53億 8,150万円（6.2%）

39億 7,646万円（4.6%）39億 7,646万円（4.6%）

7億2,876万円（0.8%）3億8,062万円（0.4%）

102億 5,872万円（12.6%）102億 5,872万円（12.6%）

83億 3,642万円（10.2%）

60億 2,393万円（7.4%）

42億 9,538万円（5.3%）

27億 3,211万円（3.4%）

35億 12万円（4.3%）

11億 1,782万円（1.4%）

4億4,625万円（0.5%）

3億9,581万円（0.5%）

1億9,239万円（0.2%） 16億 1,608万円（1.9%）

158億 453万円（18.2%）

75億 5,790万円（8.7%）

80億 3,339万円（9.2%）

72億 3,566万円（8.3%）

56億 9,532万円（6.5%）

国民健康保険

駐車場事業

土地区画整理事業

後期高齢者医療

合計

184億 7,414 万円

1,839 万円

15億 3,394 万円

31億 2,369 万円

231億 5,015 万円 228億 3,211 万円 3億 1,804 万円

184億 7,414 万円

1,839 万円

12億 5,004 万円

30億 8,954 万円

0

0

2億 8,390 万円

3,415 万円

（億円）

297億
7,015万円

286億
6,479万円

267億
6,946万円

（年度末）

400

300

200

100

0

問

※各区分の金額と合計は端数を処理しているため、各区分の計と合計が一致しない場合があります。
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令和 6 年度の主なお金の使いみち 歳出 ( 一般会計 ) の主な事業を紹介します

総　務　費

商　工　費

消　防　費 農林水産業費

教　育　費

土　木　費

衛　生　費

歳出額を市民1人当たりに換算すると 42万8,416円が使われました

・障害者自立支援給付事業
・生活保護事業
・保育所管理運営経費
・児童手当等支給事業

・道路維持経費（繰越明許分含む）
・池上地区「道の駅」整備事業
・道路整備事業（繰越明許分含む）
・熊谷運動公園子供広場整備事業

44億 9,042 万円
41億 9,868 万円
30億 5,888 万円
26億 8,304 万円

・（仮称）第２中央生涯活動センター整備事業
・スマートシティ推進事業
・戸籍等業務経費（繰越明許分含む）
・衆議院議員総選挙及び国民審査事業

1億 3,425 万円
1億 1,753 万円
1億 2,493 万円

6,878 万円

6億 9,637 万円
6億 9,362 万円
2億 6,029 万円

7,150 万円

このほか、低所得者等支援給付金給付事業、子育て支援・保健拠
点施設整備事業、放課後児童保育室整備事業、要介護高齢者福祉
タクシー利用料金助成事業などを執行しました。

・小学校・中学校校舎大規模改造事業（繰越明許分含む）
・小学校・中学校トイレ整備事業（繰越明許分含む）
・公民館修繕等推進事業
・英語教育推進事業
・学校給食費負担軽減支援事業（繰越明許分）

14億 4,933 万円
7億 1,408 万円
1億 3,389 万円
1億 3,387 万円

9,862 万円
このほか、図書館郷土資料デジタル化推進事業、展示品レプリカ作製
事業、「斎藤実盛と妻沼聖天山」マンガ制作事業などを執行しました。

このほか、北部地域振興交流拠
点施設（仮称）推進事業、Ｍａａ
Ｓ基本計画策定事業、地域公共
交通支援事業（繰越明許分含む）、
コミュニティポイント普及促進
事業などを執行しました。

このほか、橋りょう整備事業、秩
父鉄道大麻生No.9 踏切交通安全
対策事業、新星川改修事業などを
執行しました。

※令和 7年 3月 31 日現在の熊谷市の人口 190,341 人で計算

9億 9,076 万円
4億 7,379 万円
4億 4,858 万円
1億 9,938 万円

・予防接種事業
・健康増進事業
・出産・子育て応援事業
・「温暖化対策」太陽光発電等普及推進事業
このほか、合併処理浄化槽維持管理費補助事業、産後ケア事業、
暑さ対策スマートパッケージ事業などを執行しました。

このほか、熊谷駅観光案内所整備事業、トラック運送事業者応援事業
（繰越明許分）、まちなかウォーカブル推進事業などを執行しました。

12億 2,101 万円
3億　581万円
1億 1,210 万円

2,534 万円

18万8,650円 4万4,818円5万3,897円 4万3,797円 3万1,648円 2万2,567円 1万4,354円1万8,389円 5,873円 2,344円 2,079円

・中小企業融資あっせん事業
・クマ PAY普及促進事業（繰越明許分）
・企業誘致推進事業
・「まつりのまち熊谷」伝統行事等支援事業

4億 8,727 万円
2億 3,099 万円

8,439 万円

・消防本部庁舎大規模修繕事業
・高機能消防指令センター設備更新事業
・消防団運営経費

1億 9,114 万円
6,451 万円
1,588 万円

・多面的機能支援事業
・かんがい排水補助事業
・元気な農業支援事業　

民生費 教育費総務費 土木費 衛生費 公債費 商工費消防費 農林水産業費 議会費 労働費

民　生　費
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健全な財政運営を行っています
～熊谷市の財政状況～

　健全で持続可能な財政状況を継続するためには、市の借金である市債に過度に頼ることの
ない、身の丈にあった財政運営が大切です。今回は、市の財政状況の健全度を診断する健全
化判断比率等をお知らせします。

　市が将来負担することになる市債の残高等が、市
税などの経常的な歳入に対してどの程度であるかを
示す指標です。この数値が大きくなると、将来、財
政を圧迫する可能性が高いということになります。
　平成 27 年度～令和 6年度は、将来負担額よりも、
将来負担額に充当できる地方交付税や基金などの金
額の方が大きいため、将来負担比率は算定されませ
んでした。

　それぞれの対象の範囲が赤字だった場合に算定さ
れる指標です。市では、黒字（または資金不足なし）
が続いているため比率は算定されていません。

将来負担比率

将来負担比率の推移
（この数値が大きくなると、将来、財政を圧迫する可能性が高い）

実質公債費比率の推移
（この数値が大きいほど、返済の資金繰りが厳しい）

実質赤字比率・連結実質赤字比率・
資金不足比率

　市債の償還金である公債費等の負担が、市税など
の経常的な歳入に対してどの程度であったかを示す
指標です。この数値が大きいほど、返済の資金繰り
が厳しいということになります。

　財政状況が特に悪い地方自治体を早期に発見し、手遅れにならないうちに対策を促すため、「財政健全化法」によって、
地方自治体は赤字や借金の状況などを示す健全化判断比率等を議会や市民の皆さんに公表するよう義務付けられています。
　健全化判断比率等には、「実質赤字比率」「連結実質赤字比率」「実質公債費比率」「将来負担比率」「資金不
足比率」の５つの指標があります。 
　早期健全化基準・財政再生基準がそれぞれ設定され、危険度の目安とされています。市ではいずれの指標も
基準を大きく下回っており、「健全段階」にあります。

実質公債費比率

健全化判断比率等とは？

　現在の市の財政状況は、経費の削減や市債残高の削減等の効果により、将来世代への負担が少ない健全な状
態であるといえます。しかし、少子高齢化や人口減少に伴う社会保障費の増加が見込まれるほか、
公共施設の大規模改修や統廃合による施設建設などが本格化することに伴い、今後の市の財政状
況は厳しくなることが予想されます。そうした状況でも、市の財政のバランスを大きく崩すこと
なく、市民の皆さんが安心して生活できるよう、引き続き健全な財政運営に努めていきます。 
※健全化判断比率等についての詳しい内容は、市ホームページでも公表しています。

財政課　　内線 240

※ 早期健全化基準 350.0％
※ R6 の県平均・全国平均は速報値であり、数値が変更になる
　 場合があります。

※ 早期健全化基準 25.0％　財政再生基準 35.0％
※ R6 の県平均・全国平均は速報値であり、数値が変更になる
　 場合があります。

0

-2

2

4

6

8

10 単位：%

熊谷市
県平均
全国平均

2.1
4.9
7.4

1.2
4.6
6.9

1.2
4.7
6.4

1.0
4.8
6.1

0.6
4.8
5.8

0.0
5.0
5.7

-0.8
5.0
5.5

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3
-1.0
5.1
5.5

R4
-1.1
5.0
5.6

-0.8
5.0
5.6

R5 R6

0

20
25
30
35

5
10
15

40
45

単位：%

熊谷市

県平均

全国平均

-

24.3

38.9

-

20.1

34.5

-

19.9

33.7

-

16.3

28.9

-

17.3

27.4

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

-

16.0

24.9

R4

-

8.3

15.4

-

4.3

8.8

-

4.2

6.3

-

7.8

6.3

R5 R6

県平均

全国平均

問

6市報くまがや  令和7年12月号



問

問

問

問

歳入歳入

歳入 184億7,414万円歳入 184億7,414万円

歳出歳出

歳出 184億7,414万円歳出 184億7,414万円
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